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ヰキ災姓沢後のと等の発類

体調が悪いときは

絶対に走らない
校外に出る場合は、

車や他の歩行者に

えるときは"

とおり造を
つくるのがポイント!
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手洗い

いろいろな物に触れたり、友だちの手

をにぎったりするときに使うのは “手"

です。ウイルスがついた手でそのまま自

分の□や鼻、目などにさわると、直接ウ

イルスを自分のからだに運んでいるよう

をもの。手を洗うことは、かぜゃィンフ

ルエンザを防ぐ基本です。

飛沫感染

くしやみやせきをしたとき

に出るしぶきには、ウイル

スが混じってぃます。それ

を吸い込んで感染します。

接触感染

ウイルスのつもヽた物などに

さわつた手で、□や鼻など

をさわることで、ウイルス

がからだに入ります。

じゲい

)ス回しよ

マスク

鼻やのどが乾燥するのを自分の患で防

ぐことができます。□や鼻、のどには粘

膜という膜があり、ウイルスや細菌の侵

入を防いでいます。また、口やのどの奥

には線毛があつて、ウイルスが奥に入ら

ないように押し出す運動をしています。

のどが乾燥する

と、線毛の働き

が弱くなり、ウ

イルスが侵入し

やすくなります。

うがい

□やのどについたウイルスを洗い流し

たり、ウイルスの力を弱めたりします。

また、日の中をきれいにして、湿り気を

与えて乾燥を防ぐ動菓があります。

うがいをするタイミングは、①外から

帰ってきたとき、②人ごみの中に入つた

後、③空気が乾

燥しているとき、

④食後などが効

果的です。
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